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Abstract: In this study，for the purpose of clarifying salinity penetration characteristics by difference of prestress introduction power，

electrophoresis tests were conducted using mortar specimens under several stresses． 

 

１． はじめに 

PRC 構造は，プレストレストコンクリートの利点を経済的に得られることから，多くの橋梁に適用されている.構造

機能の持続には鋼材腐食の原因である部材内の塩分濃度の評価が極めて重要である． 

PRC 構造は，鋼材腐食を助長するひび割れ幅の拡大をプレストレスによって制限できるため，ひび割れからの塩分

浸透への抵抗性を高めることができるという研究結果が得られている．本研究は，プレストレス導入力の違いが及ぼす

塩分浸透特性への影響の解明を目的とし，いくつかの応力下におけるモルタル供試体への電気泳動試験を行った． 

２．試験概要 

２. １ 供試体 

図－1 1)に実験方法の概要を示す．供試体は，研究対象とした PRCはり下縁付近コンクリートをモデルとする．供試

体のサイズは一辺 40（mm）の立方体とした．表－1に配合と力学的性質を示す．セメントは普通ポルトランドセメン

ト，細骨材は山砂を用い，打設後 28日間は打設養生した． 

２. ２ プレストレス力 

 付与応力（f’c比）は,コンクリートの圧縮強度に対する許容応力度の目安とされる f’c比 30%，プレストレスの影響の

有無を比較するために f’c比＝0%，ならびに 200万回疲労強度の目安とされる f’c比＝50%を目安に 0，10，20，30，40，

50%の 6条件とした． 

２. ３ 電気泳動試験 

図－2 2)に実験装置装置を示す. 試験で使用する電気泳動

装置は，JSCE-G5713)に基づき矩形断面に適用できるように

独自に加工を施して製作したものである．試験は同試験方

法に準じて行い，塩化物イオン(Cl-)の電気泳動が定常状

態になるまで連続して通電した。主な測定項目は、電流、

電位差、陽極側と陰極側の Cl-濃度，pH および溶液温度

とした．測定結果を用いて，式(1)，(2)から，Cl-の実効拡

散係数が算出される． 
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図－1 電気泳動試験の概要 

図－2 電気泳動実験装置（加力フレーム付き） 
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表－1 供試体の配合と力学的性質 

NaCl（10%）水溶液に浸せき

・A断面：30日

・C断面：60日

・B，D断面：91日

はり下縁のひび割れに近接する
領域をモデル化（赤枠線内）

［分析には塩分浸せき用供試体一体全てを使用］
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を塩分浸せき試験用供試体に加工
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ここで， JCl(t)： Cl-の定常状態の流束（ mol/（ cm 2･年） ） ， VⅡ(t)： Cl-濃度測定
時の陽極側の溶液体積（ L） ， A： 供試体断面積（ cm 2） ， Δ cⅡCl(t)/ Δ t： 各
測定間における陽極側Cl-濃度の増加割合（ （ mol/L） /年） ， D e： 実効拡散係
数（ cm 2/年） ， R： 気体定数（ 8.31J/（ mol/K） ） ， T： 絶対温度測定値
（ K） ， ZCl： Cl-の電荷（ = －1） ， F： ファ ラデー定数（ 96,500C/mol） ，
CCl： 陰極側のCl-濃度の測定値（ mol/L） ， Δ E－Δ Ec： モデル表面間の電位
差（ V） ， L： モデルの奥行（ mm） である。
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３．実験結果及び考察 

図－3 に，電気泳動試験における陽極側水槽溶液中

のCl-濃度と，供試体表面間の電位差と経過時間の積の

関係を示す．なお，経過時間でなく電位差と経過時間

の積として示したのは，各供試体の試験中の電位差が

完全に一致しないことからその違いの影響を除去する

ことができる 4)ためである．図より，f’c比が大きくな

るほど Cl-の濃度増加の割合が緩やかになる傾向が見

られた．なお，f’c比 50%では，Cl-の濃度増加の割合は

20%と 30%の間を推移する結果となったが，これは、

プレストレスによる供試体内部の損傷の影響を受けて

いるものと考えられる． 

図－4に，図－3の傾向を定期的に見るために，実効

拡散係数 De と f’比の関係を示す.なお，f’c 比=0%の

De(De(N))に対する各 f’c比(10%，20%，30%，40%，50%)De

の関係（De/De(N)）を併記している．図より f’c比 40%

までは f’c比が大きくなるにつれて実効拡散係数 Deが

小さくなる傾向が見られた．これは，プレストレスを

導入することにより，内部の潜在的クラックや空隙の

閉塞が起きたためと考えられる(f’c 比 50%は現在実験

中である)． 

図－5に，f’c比の実測値の試験期間中の変化を示す．

図より f’c比は，どの値も時間が経つにつれて減少して

いることがわかる．特に 40%以上では時間経過につれ

f’c比が比較的大きく減少し，50%で最も f’c比の減少

が大きいことが確認できた．これは，供試体内部にク

ラックなどの損傷が生じ，プレストレス付与のための

十分な反力が得られないためと考えられる． 

４．おわりに 

本試験の範囲内で以下のことが考えられる(f’c 比

50％は現在実験中ある為，結果は確認できていない)． 

①f’c 比 10%から 40%までは塩分浸透抵抗性に優位

な影響を示した． 

②f’c比が 40%程度になると f’c比の実測値の減少が比較的大きくなることが確認できた．これは内部損傷が発生し反

力が十分に得られていないことが考えられ，塩分浸透抵抗性に影響を与えることが考えられる． 
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図－3 陽極側のCl-濃度と電位差×経過時間の関係 

図－4 実効拡散係数と f’c比の関係 

図－5 f’c比と経過時間の関係 
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